
令和７年度 学校経営方針 

北九州市立八児中学校 校長 内田 あゆみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜めざす学校像＞ 
「居心地のよい学校」 

＜めざす生徒像＞ 
「一人ひとりが主人公」 

＜めざす教師像＞ 
「こどもまんなか・すべてはこどものために」 

○ 明るく活気にあふれ、生徒・教師が

生き生きと安心して生活できる学校 

○「時を守り、場を清め、礼を正す」生徒 

 

【凡事徹底】 

○ 教育的な温かさと厳しさにあふれ、

知恵を出し、汗を流すことを惜しまない

教師 

「人を育てる」 

「誰一人取り残さない」 

「一人ひとりに寄り添う」 

 

【情熱・愛情】 
 

○ 生徒と教師がお互いに信頼と誇り

（母校愛＝プライド）がもてる学校 

○ 自ら考え、自ら学ぶ意欲をもった生徒 

 

【学ぶ意欲】 

○ 教師としての資質向上をめざし、 

自己研鑽を怠らない教師 

 

「１時間１時間の中に教育のすべてがある」 

 

【変革・挑戦】 
 

○ 清潔で美しく落ち着いた環境で 

安全に生活できる学校 

 

 

○ 集団の中で、他を思いやり、協力して

互いを認め合う生徒 

 

【思いやりの心】 

 

○ 生徒・保護者・地域とのコミュニケ

ーションを図り、信頼される教師 

 

【安心・信頼】 
 

○ 保護者や地域と連携して開かれた 

学校づくりを推進し、信頼される学校 

○ チャレンジ精神をもち、夢に向かって

向上の意欲に溢れる生徒 

 

【挑戦する力】 

○ チームとしての和と輪を大切に、 

生きがい・やりがいを感じられる 

職員集団 

 

【チーム YACHIGO】 

校 訓 「希望・努力・感謝」  朝は希望に起き 昼は努力に生き 夜は感謝に眠る 

学校教育目標  人との繋がりの中で心を育み、夢に向かって考動し、八児で生きる生徒の育成 

新「北九州市教育大綱」 

～「こどもまんなか」で、質の高い教育環境の充実を～ 

① 全てのこどもにとって「居心地の良い学校」をつくる 
② 失敗を恐れず挑戦し、志と人間力を高められる環境をつくる 
③ 誰一人取り残さない学びと、先端的な学びを進める 

④ 学校の自律性と教職員のウェルビーイングを高める 
⑤ 地域とのつながりの中で、こどもを見守り、支え、育てる 

時代・社会の 

要請 

保護者・地域の 

願い 

《 八児中学校区 ９年間の活動プラン 》 
 

○ 基礎学力を確実に身につけ、自分の学習課題の解決に積極的に取り組む児童生徒 
＜目指す子ども像＞   ○ 学校生活のルールを守り、他者と協調しながら集団生活ができる児童生徒 

○ 人の意見をよく聞き、自分で考え、判断し、自分の生きる道を考える児童生徒 

【学び】 
確かな学力の定着（基礎・基本の確実な定着を目指す） 

自ら考え、学ぶ意欲をもった生徒を育成する。 

【心】 
豊かな心の育成（自尊感情を高め、他人を思いやる心を育てる） 

集団の中で、他を思いやり、協力して互いを認め合う生徒を育成する。 

【体力】 
日常的に運動に親しむ子供の育成 

運動習慣について正しい認識をもち、運動の必要性を理解した生徒を育成する。 

 


